
世田谷区長 保坂展人 様

「知と学びと文化の情報拠点」にふさわしい区立図書館をめざして (要請)

平素、区民福祉の増進 とその環境整備のための区政を進めておられることに

心から敬意と感謝を申し上げます。とりわけ、子どもの読書環境の整備や大人の

生涯学習を支援し、コミュニティの醸成につながる知的な居場所としての区立

図書館の充実を進めておられることに重ねて敬意を表します。

この間、区立図書館の運営体制のあり方をめぐり「あり方検討委員会」で審議

が行われ、3月 に「報告書」が出されました。ところが、今年の 5月 、区は、突如、

「地域図書館 2館に、モデル的に指定管理者制度を導入する」旨表明し、7月 、「烏

山、下馬」を対象館とすることを発表しました。いずれも「報告書」には具体的記

述はなく、当該図書館や関係する区民にとっては寝耳に水の事態でした。

あらためて、区立図書館が地域の中で果たしてきた役割と機能を振り返り、今

後、区立図書館の充実をどのように図ることが望ましいのかを検証し、図書館の

「公共性と専門性」を共に考えるつどいを 12月 10日 に開催しました。

つどいのパネル討議やフロア発言等を通して、「知らない世界、知恵の入リロ」

「安心して過ごせる『心の空き地』」「好奇心をくすぐる場」など、区立図書館が地

域の中で子どもやその家族・関係者にとって長年にわたって愛され、親しまれ、

探求心や認知能力を引き出し高める、また、安心して過ごせる貴重な「居場所」で

あることが浮き彫りとなりました。そして、「無料を原則」とする区立図書館に、

利益追求を目的とする営利事業者による「指定管理者制度」は馴染まないという

意見が交々語られました。2017年 4月 から指定管理者制度が導入された経堂図

書館において、「報告書」の中でも毎年スタッフの 3分の一が入れ替わる事実が

指摘され、図書館サービスの質の確保やこれを支えるスタッフの継続的、安定的

雇用に懸念があること、また、図書館を拠点に読書や子どもの読み聞かせを行っ

てきた「お話ボランティア」が事業者との信頼関係が崩れ撤退するという事態も

生じたと伝えられています。区の「(仮称)世田谷区未来つながるプラン 2022-

2023(実施計画)」 (以下「プラン 2022-2023」 )において区立図書館は、「知と学びと

文化の情報拠点としての新たな図書館の創造」の中に位置づけられ、「公共性の

観点を維持」すると指摘され、「プラン 2022-2023」 と整合性を図るとされる「第 2

次世田谷区立図書館ビジョン第 3期行動計画」(以下「第 3期行動計画」)において

区立図書館は、「SDGsの支援 :誰一人取り残さない」を視点に、「誰もが安心して

利用し続けられる図書館」「図書館の公共性の維持と基本的機能の拡充」等の重

点プロジェクトを掲げています。「プラン 2022-2023」 の基本でもある区民の「参



加と協働」を通 じた「共に生きる」地域のあり方を模索する視点から下記の通り

要請するものです。

言コ
ロし

1.図書館法にも規定された「無料の原則」に照らせば、そもそも指定管理者制度

という民間活力活用に馴染まない区立図書館について、「報告書」冒頭にも明示

された「(区が)直接運営することを中心としてきた歴史」を踏まえ、区立図書館

の直営体制の確立と運用改善を図ること。そのため、「プラン 2022-2023」 にも規

定された「区立図書館としての公共性・専門性を確保するため」に求められる「職

員の専門性維持」や「マネジメント機能」に必要な計画的人材育成と適切な人事

配置を含むガバナンス機能を整備すること。

2.仮に「2館にモデル的に指定管理者制度を導入する」とした場合でも、いった

ん立ちどまり、検証。評価を行い、「第 3期行動計画」に反映させること。

3。 「報告書」に記載のある「図書館運営やサービス水準をチェックしていく」と

ざれている「(仮称)図書館運営協議会」の機能が十全に発揮されるよう整備・運

用を図っていくこと。

4。 「第 3期行動計画」に添付された統計資料によれば、「図書館に望むサービス」

として区民の期待が最も高いのは「蔵書や資料を充実する」こととされている。

しかるに、区民一人当たり資料費は 23区中21位、資料数は22位 という水準で

あることが併せて示されている。区は、日頃より「子ども・子育て応援都市」を標

榜し、「プラン 2022-2023」 において、「世田谷区 SDGsク ローバーモデル」の柱の

2つ 日である「区民・事業者の活動を支え地域活性化を図る」施策に「知と学びと

文化の情報拠点としての新たな図書館の創造」を位置づけている。コロナ禍の中

でこそ、区民が希望をもって生きていくため、予算の重点化の視点から業務の効

率化を図りつつ、施策の実施に相応しい図書・資料の充実を図られること。
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新しいせたがやをすすめる会
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